
匹?高官~冨韮翻閣

制1 181罰則品目:抑制

支漏電気機関車、 ，EF-gr1


共通組み立て説明書

ども注意
'お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

-本商晶の対象年齢は 15才以上です。対象年齢来満のお子繊には絶対に与え芯いでください0
・小古な部品があ D ます。ロの中には絶対に入れないでくだ古い。窒息などの危険があります0
.額飲の危険があ D ますので、 3才未満のお子織には絶対に与え砿いでくだ古い。
・ベースメーカーをと使用の方は、マグネット力ブラー(連結器)を身体に近づけ芯いようと
注意ください0

・マグネットカブラー(連結器の部晶)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン 

ZEどに近づけ広いでください。磁気で機能異常が起こる場合があります。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付l才部を無理な方向 lこ曲げた D引っ強った D しないでくだ古い。
.部品はプラスチック周ニツ'J(- 1;J;どできれいに切D取Dましょう。切り取った後のヲ丈は捨ててくだ古い。
.部品の申には、やむをえす、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててくだ古い。
.シールは.必要な部分を切り寂いτ貼ってくだ古い。

.部品の加工の際の刃物、工具拡どのと使用にあたって|乱それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してください c 

eNゲージ鉄道模型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してくだ古い。

《お買い上げのお客様へ》不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センター
干 27吋511 柏市豊四季加担 ナビダイヤル 0570-041-101
・受付時間 1 日開 -17暗〈祝日璽李害李悼韓日を除く 〉
 

PHS 、 IP電話絡をご利用の万は04-7146-0371 におかけください.


《商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理 ・ 配送センター
干 321-0298 栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち 5-4・ 67
.宮車時間 101暗 - 17跨 (土目、祝日璽季冬季休業日を除く ) 電話番号は宙害幡椙駁センター共通

(機関車用シャーシの組立て)

圃 ωーシの組立1>

ゲージ化周パーツの取り付け方法 1&1投与制rI開設店l 
*Bトレインショーティーは、動力ユヱツト(別売)を:装着することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます。

①機関車への動力ユ=ットの取り付。 
.rsトレインショーティー専用・動力ユニット日・機関車用』を使用します。

。 f石F司王立!
*床板前後の穴て?と左右 2箇所

亡霊皿日u.~ の爪+で、車体と固定します。

一 宅~

本床板(シャーシ)部分を外して、動力斗三‘ノトに交換装着してください。


*スノ プロウは着脱可能です。(力ブラ ポケ yトの溝 l 二、 爪をしっかりと掛けてください。 ) 

*Eロ∞， EF210, 0053などでは、車体豊が畢いためカブラーの首撮りが充分にできません。
重連軍転や、極小カーブ， 8カーブ上では、連績が不安定な場合がありますのでご注意〈ださい。

②電車・気動車及び路面電車への動力ユこツトの取り付け
・ rsトレインショーティー専用・動力ユ=ット回・電車・気動車用』
もしくは『同動力ユニット白・路面電車周』を使用します。 

+ーィ一寸覗E脇ー+ ホ左右 4箇所の爪+で、車体
と固定します。
ホゆるい場合には、両面子ープ
などで固定してください。

出イラストは「動力ユニット箇・電車・量動車用」です . r動力ユニット回路面電車用 Jには前桂の力ブ予ーはありません .
*床板(シャーシ ) 部分在外して、動力ユ二、ノトに交換・装着してください。
ホ台車側面に、 台車レリ フを取り付けてください。
(追加ウzイト l立、走行tI:況に応じて慣用してください。 車向の空きスベ スに、両面子 ブなどで固定します .l

⑧トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け 
.rsトレインショーティー専用・走行台車日』を使用します。
ホ台車部分を外して(床板は付けたまま)、走行台車をセンヲーピン穴に装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
*旧宮イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板ではカブラ一台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

.Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、JlIJ途ご用意ください。
*線路、コントロ ラ l立、各社の Nゲージ規格の製品が共通に使用できます。 

*Nゲージにおける使用方法 l立、各社 Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください 0

・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
*動力ユニット 1 台で、通常は4両程度を牽ヲ I( 自車含む)することができます。
(勾配区間や君、カーブのある線形では、牽き|できる両数が制限されます。) 

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
ぽ機関車用・動力ユニット(スカートは取り外してください。)

|品番 11-1031 ポケットライン用動力ユニット | 

*EF64o , OF50 , 0053など、車体裾の低い車両には装着できません。

ホ 1 ト 103は、蛾入時にはカブラーポケットの肉倒にストッパー{プラ小片}が入っていますので、
必ずストッパーを取り外してから襲着してくだ吉い. 
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途お買い求めの上、交換してください O 

KATO:II-401 P514 直車パンげり 伊Jーンマυノヲ^:80-2 ・ P513 直撞パン聖子ラフ 

*各橿の変換パーツl孟、メーカー，形式によって取り付けが置い(.い}場合もありますので、それ KATO:l ト 403 P522 直茸・下枠吏畳居パυ世ヲラ7 1リーンマツヲス 80-3:PT42:直車パン'11ラ7 

ぞれ聞畳のうえ取り付けてください.またパーツによっては加工が必要怠ものもあります。 KATO:l ト 404， 1 ト 420 P516 薗車ペ1 '11ラフ ヲリーンマiノ1^:80-5:PT43 直車11'/ '11ラ 7

*動力ユニットの援婚には、車種によっては車体側の一暢(ガラス，スカートなど)や、動力ユニット 悼 11-4201;1:，醐穴が帽の聞に対坐笠斗 ヲロスポイント :PT7 1C:シンヲM'ーム， 11，/11丹7
の床板などを切り取る等の加工が必要な場合があります。 

この lまか、取り付けピノが縦2本方式の、各社・パンヲグラフを取り付けることができます。 

201o-9R 

*台車に取り付けた『台車レリーフ Jが走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合
には横着剤などを使用して固定してください。 、
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*スカートのある先頭車に、動力ユエットや走行台車を取り付ける場合 lま‘スカートを取り 、

外すか、または台車のカブラ一部分を切り取ってから装錆してください。 -パンタグラフの交換
$お好みの Nゲージ用パンヲグラフを見' 1*新幹線など車体裾にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けできません。
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固冨

一一屋根 
tQ$ti, 

(車体の組立て) ②屋損を取り付けます。 
*取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバー(I'::ンヲ付きの車両はパン骨グラフを取り付けます。) 

①左右のガラスの前後にブロッヲを取り付けます。 ③妻板を取り付けます。 の先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

権ブ口 yクの上下の向きに注意して、パチンと (先頭車は後方1 枚、中間車は前後2枚取り付けます。) 

奥まではめ込んでください。 ④左右の側面を取り付けます。 ホ取説に記載されている車両は、パリヱ シヨン肉の一部です。
正面パーツ屋根パーツなどは、車種・塗装によってセットされて

L.'# !I-. .... .... 由州勺ス
下......・..... 

⑤シヤーシのつめに合わせて車体をかぶせます。 
(中間車は完成です。) いるパーツが異なりますのでご注意ください。

⑥先頭車は前面を取り付けて完成です。
(スカート付きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。)

mヨ
キサシ180

(妻板について)

ジャン"ー栓あり ジャン， \ー栓なし

ト- rFiì~ 十- rF語塾l 

M川= \
l 

川剛引 点掛 哩川凶山 内唖民間
栓あり・扉なし 栓あり蓋右 銘板あり・蓋右 銘板なし・蓋左
(キハ 181)キハキロ180・扉寄) (キロ 180・客室寄) (キサシ 180 ・食堂寄) 

201 0-9 



(ÀT';,j]-O)Hóf1ItÜLfI) *貼州地置の鰐例です・ 台紙からお問主ステッカーの貼付け位置) ものを選んで川胤、て貼ってください・ 
(刃物のお取り級いには.充分にご珪置ください。
記般の栴いものはお悼みの位置にお貼りください.) 

EF71 

EF 715 車体番号 EF 715 

キハ181 国鉄特急色 キハ 180
_~_ JNRマウ

キロ 180 図グリーン車マーク キサシ180
車体番号日 180-4 車体番号村叶80・3

( 実車の編成例 〉本時期によって編成や車体形状は変化山ますのでご注意ください，

-つばさ* rあおばJ (仙台~秋田)は、「つばさ」の基本編成を使用。 
(11 両編成) 1975年8月

←上野 秋田→

固園直園圏直固E圃圃固 
(9両編成) 1975年9月

固固圃園園固園園固 
※上下線共に福島骨米沢聞はEF71 を連結して、運転。
(進行方向の先端にEF71 を連結して、キJ 、 181 系を牽引 。 )

-しなの 
(7両編成) 1968年 10月

←長野・名古屋 塩尻→

固EE圃圃園固固



(機関車用車体の組立て〉 *取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

|EF71 I 
事取説に記載されている車両 l立、パリヱ シヨン肉の一部です。

①左右のブロッヴ I~ーツを合わせます。 正面パーツ I 屋損パ ツなどは、車種・塗装によってセットされている
②屋根を取り付けます。 /\-ツが異なりますのでご注意ください。


(1 ~ン告グラフを取り付けます。)


③左右の側面を取り付けます。

④前面にスカートを取り付けます。

(先にスカートを前面に取り付けます。)

⑤シャーシの穴、爪に合わせて車体をかぶせて完成です。

(正面について〉

(ジャンパ栓無し) (ジャンパ栓有り)

正面(ジャンパ栓有り)

(気動車用シャーシの組立て〉 園ωーシの完成〉
*カブラーのマグネットには極性 (S-N) があります。

固く台車の組立〉 *前・後、 2組の台車を、 キ出来上がった台車の4箇所のツメを床板に通します。 編成を組むときは、向きに気をつけてください。

それぞれ組み立てます。 ネカブラ と台車レリーフを取り付けます。
*車輪 2個をはさみながら、
台車下枠の 3箇所のツメ在、

台車上枠に通します。

*連結はできません。

問
問A
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時
伊

ド口ーパー 

( 2両を固定連結する場合
に直用します。 i 

J 



車体番号 キハ 181 某

EF71(前面側面) つばさ 11 爾.威 つばさ g 膏.肩車 宣銅軍用量鍵 定期軍用量鍵 ありがとう

はまかぜ 1 号 はまか11' 号 キハ 181系 

JR WEST JAPAN マ-') JNR マーヲ グリーン車マーヲ
、R皿 、R国民 (キロ 180 ・ 客廓繍) 

..R.... ..R... .圏直:. . 

耐 且
国
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